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Ì お願いÏ

記載内容は、改良のためお断りなく変更することがありますのでご了承くだ

さい。また、不明な点等がございましたら、当社営業担当者、最寄りの当社

営業所またはお買上げ代理店までお問い合わせください。

なお、本説明書は大切に保管し、必要なときにいつでもお読みいただけるよ

うにしてください。

Ì 表記上の約束Ï

＜シグナルワード＞

警 告 ：感電、火災（火傷）等、取扱者の生命や人体に危険が

およぶ恐れがある場合、その危険を避けるための注意

事項が記載されています。

注 意 ：操作手順等に厳密に従わないと、機器損傷の恐れがあ

る場合の注意事項が記されています。

参 考 ：操作手順や説明文の中などで例外的な条件や注意が記

されています。

＜シンボルマーク＞

：特に、安全上注意していただきたいところにこのマー

クを使用しています。

※ ：表や図において、例外的な条件や注意がある場合、ま

たは補足説明がある場合に、このマークを使用してい

ます。

２．取 付

！

！２.１ 設置環境

本機器の設置場所は、特に次のような場所を避けてください。

● 周囲温度が０～５０℃の範囲を超える場所

● 周囲湿度が４５～８５％ＲＨの範囲を超える場所

● 温度変化が急激で結露するような場所

● 腐食性ガス、可燃性ガスが発生する場所

● 本体に直接振動、衝撃が伝わるような場所

● 水、油、薬品、蒸気、湯気のかかる場所

● 塵埃、塩分、鉄分が多い場所

● 誘導障害が大きく、静電気、磁気、ノイズが発生しやすい場所

● 冷暖房の空気が直接あたる場所

● 直射日光があたる場所

● 輻射熱などによる熱蓄積の生じるような場所

！２.２ 取付時の配慮

温度に対する配慮

● 通風スペースは十分にとってください。

● 発熱量の大きい機器（ヒータ，トランス，大容量の抵抗）の真

上の取り付けは避けてください。

● 周囲温度が５０℃以上になるときは、強制ファンやクーラーで

冷却してください。ただし、冷却した空気が本機器に直接あた

らないようにしてください。

COM-A/
通信レベル変換モジュール

COM-B

取扱説明書
モジュール

● 配線上の注意
・本機器の故障や異常がシステムの重大な事故につながる恐れがある

場合には、事故防止のため

・機器破損防止および機器故障防止のため、本機器に接続される電源

ラインや高電流容量の入出力ラインに対しては、

● 電 源
・機器破損防止および機器故障防止のため、

・感電防止および機器故障防止のため、

● ガス中での使用禁止
・火災・爆発事故防止および機器故障防止のため、

● 機器内部への接触禁止
・感電・火傷防止のため、

機器内部には高電圧または高温の箇所があり

、大変危険です。

・事故防止および機器故障防止のため、独自に

● メンテナンス
・感電・火傷防止および機器故障防止のため、

・本機器を継続的かつ安全にご使用いただくために、

本機器の搭載部品には寿命があるものや

経年変化するものがあります。

● 本製品は、輸出貿易管理令で定める用途を目的として製作されたも

のではありませんので、大量破壊兵器等を目的として用いることは

できません。

● 大量破壊兵器等（軍事用途・軍事設備等）で使用されることがない

様、最終用途や最終客先を調査した上でご使用ください。

なお、再販売についても不正に輸出されない様、十分に留意ください。

警 告

湿度に対する配慮

● 冷暖房の入切などによる温度の急激な変化によって、結露する

ことがあります。結露が発生すると、絶縁の低下やショートに

よる誤動作を招くおそれもあります。結露のおそれがある場合

には、電源を常に入れておくなどして予熱を行ってください。

盤振動，衝撃に対する配慮

● 外部からの振動、衝撃に対しては、盤を分離したり、防振ゴム

で固定してください。

● 盤内の電磁開閉器等の動作時の衝撃に対しては、衝撃源の方を

防振ゴムで固定してください。

雰囲気に対する配慮

● 塵埃、水蒸気、油煙、有毒ガスなどの雰囲気では、盤を密閉構

造にするか、盤内をきれいな空気でパージし、盤内を加圧ぎみ

にして、外部からの侵入をふせいでください。

操作，保守に対する配慮

● 保守や操作の安全性に考慮して、高圧機器、動力機器からはで

きるだけ離して取り付けてください。

耐ノイズ性能を向上させるための配慮

● 高圧機器の設置されている盤内への取付は避けてください。

● 動力線からは、２００ｍｍ以上離して取り付けてください。

１．型 名

（１）ＣＯＭ－Ａ：ＲＳ－２３２Ｃ ＲＳ－４２２Ａ変換用

（２）ＣＯＭ－Ｂ：ＲＳ－２３２Ｃ ＲＳ－４８５ 変換用

！
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２.３ コントロールユニットの取付

（２）盤内取付寸法

（単位：mm）

④ モジュール本体をマザーブロックに取り付けます。

③ マザーブロックを連結させてから取付位置に取り付けます。

（ネジはお客様側でご用意ください）

２－Ｍ３

シングルタイプモジュール

7
7

連結時寸法

7
7

24 24 24 24 2424

（３）モジュール取付の奥行き

モジュール取付奥行は、ＤＩＮレールに取り付けたときに、取り

付け面からモジュール前面まで１０８㎜です。ただし、接続ケーブ

ル（モジュラーコネクタ）を装着したときは、さらに奥行寸法が必

要となります。取付の奥行きは、操作性や安全性を考慮してできる

だけ広くとってください。

108約50 （単位：mm）

（４）盤内への直接取付

① 取付寸法図を参照して、マザーブロックの取付場所を確保します。

② マザーブロックとモジュール本体を分離します。

マザーブロック

上部

下部

モジュール本体

マザーブロック

本体

の部分（取外し用レバー）を押しながら、本体上部連結部を支点に

して引き上げるようにすると、本体とマザーブロックが分離します。

Ｍ３×１０

マザーブロック

締付トルク（推奨値）：0.3N･m

マザーブロック

シングルタイプモジュール

マザーブロックの取付が終了しましたら、

モジュール本体上部の取付穴にマザーブロック上部の凸部を挿入し(1)、

モジュール本体上部を支点にしてモジュール本体下部をはめ込みます(2)。

このとき、カチッと音がするまで確実に取付けてください。

モジュール本体上部

マザーブロック(1)

(2)

（１）外形寸法

（単位：mm） 注 意

●ＣＯＭモジュールを連結して取り付ける場合は、コントロール

ユニットの左端または右端に必ず取り付けてください。

コントロールユニットの途中に実装しますと、他のモジュールが

正常に動作しません。
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④

③

①

②

① モジュラーコネクタ１(COM.PORT1)

ＲＳ－２３２Ｃインターフェ－ス装置との接続用コネクタ

です。

② モジュラーコネクタ２(COM.PORT2)

ＲＳ－４２２Ａ／ＲＳ－４８５インターフェ－ス装置との

接続用コネクタです。

AC100～240V

●電源電圧：ＡＣ１００～２４０Ｖ

●電源電圧変動範囲：ＡＣ９０～２６４Ｖ

使用電源

●消費電力：５ＶＡ以下（ＡＣ２６４Ｖの時）

（第３種接地）

1

2

3

③ 電源端子

アース端子

電源端子

● モジュラーコネクタの接続については、「５．接 続」を

参照してください。

● 推奨電線サイズ：ＡＷＧ２４～１２

10 mm

４．配 線

３.１ 各部の名称

⑤ ⑥

！

４.１ 配線時の注意

入出力信号線の配線

● 入出力信号線は、ノイズ等の影響を避けるため、動力電源、負

荷線から極力離して配線してください。

電源の配線

● 本製品への電源供給系統、入出力回路用電源系統、動力用電源

系統等はそれぞれ系統別に分離して配線してください。

● 電源は、電源電圧変動範囲内でご使用ください。

● 電源供給線は１．２５ｍｍ 以上の電線で、ツイストしてご使

用ください。また､電圧降下の少ない電線を使用してください。

接地の配線

● 接地線は他の機器と共用しないでください。

● 接地する場所は専用接地とし、第３種接地（接地抵抗１００Ω

以下）をしてください。

● 接地線は２．０ｍｍ 以上の線材をご使用ください。２

２

④ 受信動作(RX)ランプ

黄色LED：受信時点灯

⑤ 送信動作(TX)ランプ

黄色LED：送信時点灯

⑥ 電源表示(PWR)ランプ

緑色LED：電源投入時点灯

① モジュラーコネクタ１(COM.PORT1)

RS-232C通信用

② モジュラーコネクタ２(COM.PORT2)

RS-422A/RS-485通信用

③ 電源端子

３．各部の名称

（５）ＤＩＮレールへの取付

① マザーブロックとモジュール本体を分離します。

② マザーブロック下部の脱着用レバーを下げます。(1)

③ ＤＩＮレール本体の裏面取付部の上部からはめ込みます。(2)

④ 脱着用レバーを押し上げます。(3)

確実にＤＩＮレールにはめ込まれたことを確認します。

⑤ マザーブロックをスライドさせ、隣のマザーブロックと密着

します。(4)

脱着用レバー

(1)

(2)

(3) (3) (3)

(4)

⑥ モジュール本体をマザーブロックに取り付けます。

⑦ コントロールユニットを固定金具で固定します。(5)～(8)

ＤＩＮレール下部へ固定金具の下部からはめ込み(５)、次に固定金具の

上部をはめ込みます(６)。

固定金具の上部のツメをＤＩＮレール上部に掛けてから(７)、ドライバ

でネジを締め付けて固定します(８)。

(5)

固定金具

(6)

(7)

(8)

4

5

４.２ 配線

参 考

注 意

●ＣＯＭモジュールを連結して取り付ける場合は、コントロール

ユニットの左端または右端に必ず取り付けてください。

コントロールユニットの途中に実装しますと、他のモジュールが

正常に動作しません。

！

！

● 推奨締付トルク：０．５～０．６Ｎ・ｍ



(4)

５．１ 接続ブロック図

接続例 １●

最大１６システム

接続例 ２●

最大１６ユニット
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５．２ 通信レベル変換モジュールとホストコンピュータの接続

（１）ＲＳ－２３２Ｃの接続

ＣＯＭ－Ａモジュールで専用ケーブルを使用しない場合●

ＣＯＭ－Ｂモジュールで専用ケーブルを使用しない場合●

・モジュラーコネクタは６Ｐタイプを使用してください。（推奨品：ＴＭ４Ｐ－６６Ｐ ヒロセ電機製）

ＣＯＭ－Ａ／ＣＯＭ－ＢモジュールでＲＫＣ専用ケーブルを使用する場合●
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５．３ 通信レベル変換モジュールとオペレーションパネルの接続

（１）ＲＳ－４２２Ａの接続

オペレーションパネル１台接続の場合●

オペレーションパネル複数台接続（マルチドロップ接続）の場合●

・モジュラーコネクタは６Ｐタイプを使用してください。（推奨品：ＴＭ４Ｐ－６６Ｐ ヒロセ電機製）

ＣＯＭモジュールと中継分岐ボックス間にＲＫＣ専用ケーブルを使用した場合●
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（２）ＲＳ－４８５の接続

オペレーションパネル１台接続の場合●

オペレーションパネル複数台接続（マルチドロップ接続）の場合●

・モジュラーコネクタは６Ｐタイプを使用してください。（推奨品：ＴＭ４Ｐ－６６Ｐ ヒロセ電機製）

オペレーションパネルのコネクタピン配置参 考 ●
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５．４ 通信レベル変換モジュールとコントロールユニットの接続

（１）ＲＳ－４２２Ａの接続（専用ケーブルを使用しない場合）

（２）ＲＳ－４８５の接続 専用ケーブルを使用しない場合）（

・モジュラーコネクタは６Ｐタイプを使用してください。（推奨品：ＴＭ４Ｐ－６６Ｐ ヒロセ電機製）

（３）ＲＳ－４２２Ａ／ＲＳ－４８５の接続（ＲＫＣ専用ケーブルを使用する場合）
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項 目 仕 様 備 考

Ｒ

Ｓ

４

２

２

Ａ

Ｒ

Ｓ

２

３

２

Ｃ

通信インターフェース

電源電圧 ＡＣ１００～２４０Ｖ

電源電圧変動範囲 ＡＣ９０～２６４Ｖ

消費電力 ５ＶＡ以下（ＡＣ２６４Ｖの時）

Ｒ

Ｓ

４

８

５

ＣＯＭ－Ａ
ﾓｼﾞｭｰﾙ

外形寸法 ２４(Ｗ)×９６(Ｈ)×１００(Ｄ) mm

質 量 約２００ｇ

そ
の
他

入出力回路

入出力回路

入出力回路

使用コネクタ

ＣＯＭ－Ｂ
ﾓｼﾞｭｰﾙ

ＳＤ

ＲＤ

ＣＳ

ＴＡ

ＴＢ

ＲＡ

ＲＢ

ＴＡ／ＲＡ

ＴＢ／ＲＢ

COM-Bﾓｼﾞｭｰﾙ内部

ＥＩＡ規格 ＲＳ－２３２Ｃ準拠

ＴＭ５ＲＥ３－６６（ヒロセ電機製）

ＥＩＡ規格 ＲＳ－４２２Ａ準拠

ＥＩＡ規格 ＲＳ－４８５準拠

６．仕 様

COM-Aﾓｼﾞｭｰﾙ内部

COM-A/Bﾓｼﾞｭｰﾙ内部

ＣＯＭ－Ａ
ＣＯＭ－Ｂ
ﾓｼﾞｭｰﾙ共通

通信インターフェース

通信インターフェース

電

源

ＳＤ

ＲＤ

ＣＳ

ＲＳ

ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

RS-232C

RS-422A

又は

RS-485

入出力回路

ＳＧ
ＳＧ

②

③

④

⑤

⑥

RS-422A

RS-485

ＳＤ

ＲＤ

ＣＳ

ＲＳ

ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

RS-232C

ＳＧ

②

③

⑤

④

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾊﾟﾈﾙ
又はｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ

ＴＡ

ＴＢ

ＲＡ

ＲＢ

ＳＧ
ＳＧ

RD

SD

ＳＤ

ＲＤ

ＣＳ

ＲＳ

ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

RS-232C

ＳＧ

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾊﾟﾈﾙ
又はｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ

RD

SD

②

③

④ ＳＧ

CS
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